




























ズ（1781～1863）は王政復古期，毎週日曜日の 2 時から 5 時にシャバネ通り 1 番地の 6 階の部屋に人々
を迎え入れていた3。この集まりにはスタンダールもしばしば顔を出したのであるが，メリメは 1825







書きを持つ親類がおり，メリメは 1828 年 4 月頃この親戚に会うためにシェルブールまで行ったこと
が指摘されている4。さらにメリメは友人アルベール・スタプフェール（1802～1892）を介して，アル
ベールの父親フィリップ = アルベール・スタプフェール（1766～1840）が毎週水曜日にジュヌール通














船舶に拿捕されたことを語る小冊子『ナントの奴隷船，夜警号事件』（1823 年刊），ジョゼフ = エルゼ
アール・モルナ（1776～1830）の著作『黒人奴隷貿易・植民地奴隷制史概論』（1828 年刊）をメリメが
読んだこと，あるいは読んだ可能性があることが指摘されている。モーリス・パルチュリエはメリメ












































































« Perfide ! imposteur ! [...] c’est toi qui as causé tous nos maux, c’est toi qui nous as vendus aux 
blancs, c’est toi qui nous as contraints de nous révolter contre eux. Tu nous avais vanté ton savoir, tu 
nous avais promis de nous ramener dans notre pays. Nous t’avons cru, insensés que nous étions ! et 


























0 0 0 0 0
号の難破（1816 年 7 月 2 日）とジェリコーの有名な絵画（1819 年）を思わせ
る19」と明記している。セネガル総督ジュリアン・シュマルツをはじめ，兵士や科学者らおおよそ
400 名を乗せたメデューズ号がセネガル沖で難破したのはメリメが十二歳の時，ジャン・マリオンと
ピエール・サロモンが言うように 1816 年 7 月 2 日のことである。この時，船に乗った人々は巨大な














から単一時制に変化するものの，主語＋直接補語人称代名詞＋動詞 « croire » の活用形のみのシンプ
ルな構文がそのまま維持され，語り手に引き継がれていることに注目したい。しかも，主語の 



































































D’après ses idées, il s’imaginait qu’en ramant tout droit devant lui il trouverait à la fin quelque terre 
habitée par les noirs, car les noirs possèdent la terre, et les blancs vivent sur leurs vaisseaux. C’est ce 










では既に 17 世紀にはオーストラリア大陸及び太平洋の島々について知られていたが，18 世紀後半か
ら本格的な太平洋探検のプロジェクトが実行に移された。イギリスではジョン・バイロン（1723～
1786）が 1764 年から 1766 年にかけて，サミュエル・ウォリス（1728～1795）が 1766 年から 1768 年に




1766 年から 1769 年にかけてブドゥーズ号で世界一周航海を成し遂げ，数々の島を発見した。この後
1785 年 8 月 1 日にはルイ 16 世の後ろ盾を得てラ・ペルーズ（1741～1788）がアストロラーブ号とブ
ソル号を率いてブレスト港を発ち，太平洋探検を引き継いだ。ラ・ペルーズ一行が 1788 年に行方不






の科学的調査が行われた。1817 年から 1820 年のフレシネによる世界周航にウラニー号の副長として
同行したルイ・イジドール・デュペレー（1786～1865）は 1822 年 8 月 11 日にコキーユ号の艦長とし
てジュール・デュモン・デュルヴィル（1790～1842）を従えて太平洋の科学的探検の航海に出た。
1825 年まで 32 箇月間続いたこの航海は一人の死者も出さず，科学的調査の成果も大きかった。この













で，彼は書物を買い，航海の理論を学ぶことができた。」（L’argent qu’il retira de quelques prises lui 























































た時代のフランスにも息づいていた。ジュリアン = ジョゼフ・ヴィレは 1775 年に生まれ，1846（47）
年に亡くなったフランスの医者かつ生理学者であるが，彼の著作に『人類博物学』がある。これは
1801 年に 2 巻本で出版されたあと，大幅に加筆され，1824 年に 3 巻本の改訂版が出版された。1824
































の著作『フランス姓名語源辞典』によると，« Ledoux » は « doux » に冠詞の « le » が付いた名前で
あり，この名前は広く使用されているという50。さらに，« doux » は出身地あるいは « doux » とい
う性格に基づくあだ名を示しうるという。つまり，船長の姓 « Ledoux » は « doux » という性格から
来ている可能性があるということである。形容詞 « doux » を『フランス語大ロベール』で引くと，





disait le capitaine d’une voix de tonnerre, en faisant claquer un énorme fouet de poste52
船長は駅馬車用の大きな鞭を鳴らしながら，雷のような大声で言った。
Aussitôt après, la grosse voix de Ledoux jurant et menaçant, et le bruit de son terrible fouet, 















れる54。」1685 年 3 月のルイ 14 世の王令は修正を加えられ，1724 年 3 月にわずか 13 歳のルイ 15 世





もあった。1784 年 12 月 3 日にはルイ 16 世によって西インド諸島のプランテーションに関する王令
が再び発布されている。その王令では奴隷の手足を切断したプランテーション経営者らは厳罰に処せ























た だ そ れ だ け で 注 目 に 値 す る。ジ ャ ン・マ リ オ ン と ピ エ ー ル・サ ロ モ ン は，ナ ン ト 港 に は 
« L’Espérance » という名の奴隷船は当時存在しなかったが，« L’Espoir »（希望号）という名前の奴
隷船（ブリッグ）は実在していたことを指摘している59。「タマンゴ」は歴史的事実を反映している
わけである。しかし，この船名が注目に値する理由は他にもある。ダントルカストーはラ・ペルーズ
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